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ルがある (Zwaan, Langston, & Graesser, 1995)。イベント索引化モデルによれば、精緻な状況モ
デルの構築には５種類の情報の理解が必要とされる：同一性 (登場人物)、時間性 (時間情報)、
空間性 (場所情報)、因果性 (因果関係)、意図性 (登場人物の目的)。読み手は、既存の状況モ
デルに新しい情報の統合することによって、最終的にこれらの５種類の情報が一貫した状況モ
デルを完成させる。これらの５種類の情報の一貫性は状況的連続性と呼ばれ、読み手が状況的




究は多くはない (Zwaan & Brown, 1996)。L2読解は、L2読解熟達度を含めた様々な要因によ
って制約を受けるため、様々な点で L1読解とは異なる。そこで、本博士論文はイベント索引
















として、読解時間を従属変数とし、状況的連続性 (高・低) 及び読解熟達度 (上・下) を独立
変数とする二元配置分散分析を行った。その後、リコール産出率を従属変数とし、状況的連続


















































































































は、読解時間測定法を用いて、読解中に与えられる targeted segment questions (TS) が読み手の
情報統合プロセスに与える影響を検証した。研究１の結果に基づき、読解中に与えられる TS
は状況的連続性の高い情報の活性化を通して、状況的連続性の低い情報の統合を促進すると予
測を立てた。本実験の RQ は以下の通りである。 



































験の RQ は以下の通りである。 
RQ3-3：読解後の状況モデルにおいて、連続性の高い情報は情報間の関連性として作用するか 
 
協力者は日本人大学生 20 名であり、実験マテリアルは実験８で用いられた短い物語文であ
った。協力者は、ランダムに実験群と統制群の２群に分けられた。協力者は自己ペースでテキ
ストを読解した後、テキスト情報からの連想課題に取り組んだ。実験群は同一性に基づく手が
かりから、統制群は時間性に基づく手がかりから連想された情報を書き出すように指示された。
分析として、実験群と統制群の２群間で産出された情報量の差を t検定で比較した。 
分析の結果、実験群と統制群間で連想された情報量に差は見られなかった。つまり、連続性
が高い情報であっても読解後の状況モデルにおいては他の情報との関連性は高くないことが
わかった。RQ3-3に対する考察としては、状況的連続性は読解後の状況モデル内において情報
間の結びつきの強さとしては機能しないため、読解後に与えられても言語的手がかりとして機
能しなかったものと考えられる。従って、連続性が高い情報は読解後に手がかりとして与えら
れても他の情報の想起を促す役割はないことが示された。 
最後に、これら３つの研究成果をまとめ、L1の読解モデルであるイベント索引化モデルに
修正を加えることによって、日本人 EFL学習者の読解モデルの構築を行った。修正を行った
点は大きく２点である。１点目は、EFL学習者は上位レベル処理に割くことのできる認知資源
が制限されていることから、状況的連続性の再構築に必要な推論の生成が難しく、状況的連続
性が低い情報の統合が一層難しい。その結果として、５種類全ての情報を状況モデルに統合す
るのは困難である。２点目は、EFL学習者は同一性に関する情報については状況モデルに統合
されやすいことである。これは、EFL学習者が限られた認知資源の中で状況モデルの基盤であ
る登場人物の情報を優先的に統合しているためと考えられる。 
本博士論文の結論として、テキストの状況的連続性は EFL 読解にも関わる重要な要因であ
り、特に読解中のプロセスの成否を左右することが明らかとなった。加えて、教室における読
解指導及び今後の研究においても、状況的連続性を考慮することの必要性が示唆された。 
